
能
登
香
の
里
粟
井
村

第

回

田
植
え
祭
り

36

【
六
月

六
日
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
昨
年
同
様
、
役
員
、

農
水
部
員
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。し

か
し
、
春
日
神
社
・
粟
井
宮
司
さ
ん

に
よ
り
、
滞
り
な
く
神
事
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
五
穀
豊
穣
が
期

待
で

き
そ

う
で
す
。

皆
さ
ん

も
後
し
ば

ら
く
、
し
っ

か
り
新
型

コ
ロ
ナ

感

染
防
止
に

取
り
組
み
、
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
等
の
効
果
で
一
日
も
早
い
か
つ
て

の
日
常
回
復
が
出
来
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

来
年
こ
そ
は
、
盛
大
に
田
植
え
祭
り
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
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【
五
月
二
十
八
日
】

■
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業

「
見
守
り
会
議
」

大
字
単
位
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
見
守
り
が

必
要
な
世
帯
や
、
訪
問
員
の
選
定
を
行
う
「
見

守
り
会
議
」
、
小
房
・
梶
原
、
小
野
、
粟
井
中
、
鷺

巣
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
行
い
ま
し
た
。
民
生

委
員
を
中
心
に
訪
問
が
必
要
な
世
帯
の
話
だ
け

で
な
く
、
普
段
の
見
守
り
に
も
役
立
つ
情
報
共

有
を
行
い
ま
し
た
。
一
年
間
で
随
分
様
子
が
変

わ
る
世
帯
が
出
て
き
ま
す
。
年
３
回
の
「
福
祉
会

議
」
の
場
で
も
最
新
の
情
報
交
換
が
必
要
と
の

意
見
も
出
て
き
ま
し
た
。
粟
井
地
区
も
隣
近
所

で
の
見
守
り
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

■
福
祉
会
議

「
福
祉
会
議
」
と
は
、
地
区
社
協
の
構
成
員

が
中
心
と
な
っ
て
、
地
区
に
お
け
る
困
り
事

等
の
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
に
向
け
た
住
民

の
助
け
合
い
に
よ
る
取
り
組
み
を
協
議
す
る

会
議
で
す
。
今
回
は
、
美
作
市
内
の
地
区
社

協
の
活
動
事
例
が
多
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ど
こ
の
地
区
で
も
地
域
住
民
の
助
け
合
い
活

動
が
盛
ん
で
す
。
粟
井
地
区
で
も
年
間
３
回

の
会
議
と
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
社
協
作
東
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
高
齢
者
の
生
活
全
般
に
関
す
る
相
談
、

そ
の
他
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
」
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
取

り
組
み
で
す
。
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く

か
を
協
議
し
ま
し
た
。「
粟
井
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
の
困
り
事
相
談
受
付
と

合
わ
せ
て
の
利
用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
六
月

六
日
】

自
治
振
子
ど
も
教
育

部
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た

校
門
付
近
の
桜
の
整
枝

を
行
い
ま
し
た
。
大
型
車

も
枝
に
触
れ
る
こ
と
な

く
通
れ
だ
し
ま
し
た
。

料
理
研
究
グ
ル
ー
プ

の
方
が
玄
関
に
花
を
植

え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

有
難
い
こ
と
で
す
。

■
農
水
部
会

【
五
月
二
十
五
日
】

粟
井
地
区
村
創
り
の
会
・
農
水
部
会
が
部
員

名
中

15

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
主
に
令

10和
三
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

●
「
粟
井
農
地
保
全
セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み
は
、

各
区
を
中
心
に
行
う
。
人
手
が
足
り
な
い
と
き
は
他
の

区
か
ら
応
援
に
行
く
。

●
田
植
え
祭
り

六
月
六
日
に
農
水
部
員
参
加
の

下
、
神
事
を
中
心
に
開
催
す
る
。

●
収
穫
祭

十
一
月
十
四
日
に
野
菜
販
売
を
中
心
に

開
催
す
る
。
粟
井
地
区
の
方
に
は
収
穫
祭
を
基
準
に
栽

培
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
出
品
し
て

頂
く
。

●
と
ん
ど
祭
り

令
和
四
年
一
月
十
日
に
開
催
す

る
。
内
容
は
状
況
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

●
も
ち
米
の
予
約
販
売
、
正
月
も
ち
の
予
約
販
売
、
受
注
加
工
、
大
豆
の
予
約
販
売
（
も

ち
大
豆
を
増
や
す
）、
味
噌
・
麹
の
販
売
等
は
、
例
年
通
り
行
う
。

最
後
に
小
房
の
約

ア
ー
ル
の
田
で
の
作
業
計
画
を
決
め
て
終
わ
り
ま
し
た
。
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少
し
で
も
時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
、
農
水
部
員
募
集
中
で
す
。
。

■
大
豆
の
播
種
、
畦
畔
の
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。【
六
月
九
日
、
十
三
日
】

六
月
九
日
、
小
房
の
約

ア
ー
ル
の
圃
場

40

に
「
も
ち
大
豆
」
と
「
白
大
豆
」
を

ア
ー
ル

20

ず
つ
播
種
し
ま
し
た
。

六
月
十
三
日
は
農
水
部
員
７
名
で
、
小
雨

の
中
、２
時
間
畦
畔
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。

粟
井
中
の
安
東
寿
夫
様
（
亡
和
子
）
よ
り
、
粟
井
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
に
香
典
返
し
の
多
額
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

粟
井
中
の
安
東
康
彦
様
よ
り
、
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

多
額
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
粟
井
地
区
の
福
祉
事
業
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［
編
集
後
記
］

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
新
し
く
選
ば
れ
た
市
議
会
議
員
に
よ
る
六
月
定

例
議
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
見
て
い
て
一
人
ひ
と
り
の
提
案
力
が
参
考
に
な
り

ま
す
。
し
っ
か
り
働
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
粟
井
地
区
も
他
地
区
に
負
け
て
は
お
れ
ま

せ
ん
。
山
陽
新
聞
六
月
十
日
の
記
事
に
美
咲
町
の
「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
に
つ
い
て
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
粟
井
地
区
も
若
い
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
再
度
村

創
り
の
取
り
組
み
を
見
直
す
時
期
だ
と
感
じ
ま
し
た
。


